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　過疎化や高齢化の進行が著しい地方が、都市地域の人材を協力隊員として受け入れ、地域力の維持・
強化に取り組んでもらいながら、定住・定着へと結びつけることを目的としています。現在町では観光
や芸術文化などの分野で上記６人の隊員が地域協力活動をしています。

　来年１月１日からの白老JC新理事長に、
蒲原亮平さん(35)が再登板する。10月26日に
は直前理事長の笠井雄太郎さんら新役員と、
戸田安彦町長を表敬しました。
　蒲原さんは「この２年近くのコロナ禍を何
とか乗り切ってきたので、これからはできな
かったことをバンバンやっていきたい」と抱
負を話しました。
　具体的には「一からやっていきたい」と、
組織改革や新委員会を設置した積極的な広報
活動などを挙げました。戸田町長は、「まずは行動」と語るJCの面々を「若者の発想でどういうまちづ
くりをしていくか期待したい」と頼もし気に激励していました。
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活動報告会を12月21日㈫18時から白老コミセン研修室204、205で開催

食と観光振興担当
鄭延雪隊員

【苫小牧市から】

森林ガイド担当
藤田姫夏隊員
【札幌市から】

森林ガイド担当
野田和規隊員

【佐賀県小城市から】

観光振興担当
安田裕太郎隊員
【札幌市から】

文化芸術担当
山崎耕佑隊員
【札幌市から】

アイヌ文化振興担当
乾藍那隊員
【札幌市から】

都市地域から白老に移住し、日々奮闘する隊員たちの活動体験談をぜひお聞きください。

笑顔の接客とＳＮＳ発信。出会い大切に、観光客の満足がやりがい

※広報元気は、地域を変える力として期待される協力隊員を順次紹介する企画を開始しました。

2022年度役員体制。左から笠井直前理事長兼副理事長、米本智昭副理事長、
戸田町長、蒲原理事長、道見翔太専務理事
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白老青年会議所（JC）
2022年度理事長に蒲原さん 「まずは行動を！」


